
 

12 月 17 日に県議会第 3 回定例会が閉会しまし

た。第 3 回定例会後半の議会では、知事から提案

のあった 37 議案の内、2019 年度一般会計決算な

ど 4議案に反対しました。

今回の議会では、新型コロナウイルスの感染が

拡大している中で、病院への支援の充実などが問

われました。

共産党県議団は、知事への申し入れや厚生常任

委員会などで、年末年始に開院する医療機関への

協力金の創設を求めました。その結果、県では、

2020 年 12 月 29 日から 2021 年 1 月 3 日の期間に、

診療の受け入れをする医療機関等に対し協力金を

支給することとなりました。

県議団は、横浜市にある病院の関係者と懇談を

し、医療機関の経営状況や医師・看護師の不足、

年末年始の診療体制の問題などを聞き取り、要望

や質問に生かしてきました。

今後も現場の声を県政に届け、政策に反映させ

るように取り組みます。
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2021 年が始まりました。

昨年は、新型コロナウイルス感染症の拡大で

私たちの生活が大きな影響を受けました。

医療関係者、介護、保育、障がい者福祉、教

育に携わる方々には、感染症対策をしながら事

業を続けなければいけないという大変な苦労が

あったと思います。改めて、みなさんに感謝申

し上げます。

また一方で、飲食店や旅行業者をはじめ多く

の事業者が経営難に陥り、非正規労働者を中心

に職を失う事態となっています。横須賀でも多

くの方が厳しい生活を余儀なくされています。

こういう時こそ政治が、国民の苦難軽減のた

めに力を発揮するべきであり、地方自治体もそ

のために力を尽くさなければなりません。

特に、神奈川県の役割が大きく取り上げられて

いるだけに、私も今年 1 年、いっそう力を入れ

て取組みたいと思います。

同時に、このような事態は、これまでの社会

の在り方を問うものとなっています。

これまでの国の医療費や公務員の削減などが、

現在の医師・看護師不足、保健所の人員体制不

足を招くという深刻な状況をもたらしています。

自己責任や効率重視を追求する新自由主義に

基づく政治の転換が必要です。

今年は、総選挙をはじめ、横須賀市では市長

選挙も行われます。野党共闘を広げ、政権交代

のためには地方自治体での共闘も大いに広げて

いきたいと思います。

そして、4 年任期の中間点・折り返しの年。

県議として活動した 6 年間の実績をさらに発展

させ、将来に希望の持てる社会にするために今

年も全力でがんばります。

2021 年のスタートにあたって

政権交代へ向け、県議会でも

第３回定例会が閉会



12 月 2 日の共産党県議団の代表質問では、特別

支援学校の分教室の教育環境の改善について取り

上げました。

県の特別支援学校は大規模化しているため、高

等部の一部では、県立高校の空き教室を借りて分

教室が設置されています。

しかし、その教育環境が非常に劣悪です。職員

室と保健室が一つの教室をロッカーなどで仕切っ

ているため、体調

の悪い生徒がゆっ

くり休めないだけ

でなく、先生方も

会話に気を付けな

ければいけないな

どがあります。

また、教室の数が少ないため、各学年の教室の

他は多目的室が 1 つあるだけなので、多目的室は

更衣室となったり、実習室となったりします。

私たちが視察した保土ヶ谷養護学校舞岡分教室

では、職業学習として校内の清掃作業を行う環境

整備班がありましたが、その班は清掃技能検定に

もチャレンジしています。実習室(多目的室)で検

定に向けた練習をしますが、清掃技能検定に必要

なモップやほうきなどの機材を置く場所がないた

め、廊下に置いている状況でした。

本校の養護学校と比較しても劣悪な教育環境を

放置していてはいけません。

分教室の解消とともに当面の課題として教育環

境の改善を求めました。

11 月には多くの県内施設を視察しました。そ

の内の一つが平塚盲学校でした。

平塚盲学校は 1919 年(明治 43 年)に「私立中郡

盲人学校」として開校し、1931 年(昭和 6年)に県

立となり、1948 年(昭和 23 年)に今の県立平塚盲

学校と改称し、今年で開校 110 年を迎えます。

幼稚部、小学部、中学部、高等部があり、その

他にあん摩・マッサージ、指圧師などの資格取得

のための保健理療科があります。

校内には点字ブロックが設置されています。通

常は白杖を使うことが少ないため、右側通行が原

則となっていました。また、いろいろな工夫がさ

れており、教室の表示板は

弱視の方が見えやすいよう

に黒下地の白抜き文字となっ

ていました。

その他、図書館には点字の絵本や弱視の子ども

用の大きな絵本などがありました。

下の写真は、黒い背表紙の本の列は点字の辞書。

一番左の小学国語辞典の一冊分とのこと。

また、点字のタ

イプライターを使

いながら授業のノー

トをとっている様

子も見させていた

だきました。

現在はパソコン

の発展などで、点字作成ソフトと点字用プリンター

を活用して点字を打ち出すことができるようになっ

ています。

視察して初めて分かることが多くありました。

視覚障がい者が、線路から転落する事故をニュー

スで聞くことがありますが、私たちが分からない

日常に潜む危険が多くあります。視覚障がい者が

安心して生活できるようにもっと改善が必要です。
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分教室の教育環境の改善を

左が大きい絵本。右が点字絵本

写真右の扉は多目的室の扉。機材や多くの道具が廊下に保管

左が職員室。右が保健室


